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森
岡
清
美
の
宗
教
社
会
学

日
本
宗
教
社
会
学
の
開
拓
者
・
森
岡
清
美
が
遺

し
た
知
的
遺
産
の
数
々
に
、後
学
は
い
か
に
向
き

合
う
べ
き
か
。宗
教
社
会
学
の
原
点
を
尋
ね
る
意

欲
的
試
み
。
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次
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は
じ
め
に                                               （
大
谷
栄
一
）

総　
論　
森
岡
清
美
の
宗
教
社
会
学
研
究
│
そ
の
特
徴
と
軌
跡

（
大
谷
栄
一
）

コ
ラ
ム
１　

書
庫
か
ら
み
る
森
岡
清
美
の
宗
教
社
会
学
調
査

―

一
九
五
〇
年
代
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
か
ら

（
小
林
多
寿
子
）

第
１
章　
森
岡
清
美
の〈
真
宗
教
団
と「
家
」〉研
究  （
大
場
あ
や
）

コ
ラ
ム
２　

森
岡
清
美
の
真
宗
研
究                 （
大
澤
絢
子
）

第
２
章　
森
岡
清
美
の
神
社
研
究

│
そ
の
社
会
学
的
／
時
代
社
会
的
位
置
づ
け    （
小
島
伸
之
）

コ
ラ
ム
３　

森
岡
清
美
の
慰
霊
・
追
悼
研
究        （
今
井
昭
彦
）

第
３
章　
森
岡
清
美
の
キ
リ
ス
ト
教
研
究
・
再
考   （
川
又
俊
則
）

コ
ラ
ム
４　

キ
リ
ス
ト
教
の「
受
容
・
定
着
」研
究
と

そ
の
批
判
的
継
承  （
山
口
瑞
穂
）

第
４
章　
森
岡
清
美
の
先
祖
祭
祀
研
究

│
同
時
代
の
研
究
ト
レ
ン
ド
と
の
対
応
か       （
問
芝
志
保
）

コ
ラ
ム
５　

森
岡
清
美
の
墓
と
家
族
の
研
究        （
井
上
治
代
）

第
５
章　
森
岡
清
美
の
新
宗
教
研
究

│
森
岡
宗
教
社
会
学
の
成
果
と
課
題             （
寺
田
喜
朗
）

コ
ラ
ム
６　

森
岡
清
美
の
宗
教
調
査                 （
磯
岡
哲
也
）

特
別
収
録　
森
岡
清
美

│
教
団
構
造
論
か
ら
教
団
周
期
論
へ          （
西
山　

茂
）

コ
ラ
ム
７　

森
岡
清
美
の「
決
死
の
世
代
」へ
の
思
い
と
生
き
方

（
渡
辺
雅
子
）

◉
資　

料　

森
岡
清
美
の
著
作
一
覧                 （
大
谷
栄
一
）

あ
と
が
き                                               （
寺
田
喜
朗
）

森
岡
清
美
の
宗
教
社
会
学

そ
の
検
証
と
継
承

大
谷
栄
一
・

お
お
た
に  

え
い
い
ち

寺
田
喜
朗
編

て
ら  

だ   

よ
し
ろ
う

そ
の
検
証
と
継
承

大
谷
栄
一（
お
お
た
に　

え
い
い
ち
）

一
九
六
八
年
生
ま
れ
。現
在
、
佛
教
大
学
社
会
学
部
教
授
。専
攻
は
宗
教
社

会
学
、
近
代
仏
教
研
究
。
主
な
著
作
に
、『
近
代
日
本
の
日
蓮
主
義
運
動
』

（
法
藏
館
、二
〇
〇
一
年
、日
本
宗
教
学
会
賞
・
中
村
元
賞
）、『
近
代
仏
教
と

い
う
視
座
│
│
戦
争
・
ア
ジ
ア
・
社
会
主
義
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
二

年
）、『
日
蓮
主
義
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
│
│
近
代
日
本
の
思
想
水
脈
』

（
講
談
社
、二
〇
一
九
年
、望
月
学
術
賞
）が
あ
る
。

◆
著
者
略
歴

寺
田
喜
朗（
て
ら
だ　

よ
し
ろ
う
）

一
九
七
二
年
生
ま
れ
。現
在
、
大
正
大
学
文
学
部
教
授
。専
攻
は
宗
教
社
会

学
、
新
宗
教
研
究
。主
な
著
作
に
、『
旧
植
民
地
に
お
け
る
日
系
新
宗
教
の

受
容
│
│
台
湾
生
長
の
家
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
』（
ハ
ー
ベ
ス
ト
社
、
二
〇
〇
九

年
、
国
際
宗
教
研
究
所
奨
励
賞
）、『
近
現
代
日
本
の
宗
教
変
動
│
│
実
証

的
宗
教
社
会
学
の
視
座
か
ら
』（
共
編
著
、
ハ
ー
ベ
ス
ト
社
、
二
〇
一
六

年
）、「
都
市
化
と
宗
教
│
│
高
度
経
済
成
長
期
の
東
京
を
中
心
に
」（
島
薗

進
ほ
か
編『
近
代
日
本
宗
教
史　

第
五
巻　

敗
戦
か
ら
高
度
成
長
へ
』〈
春

秋
社
、二
〇
二
一
年
〉所
収
）が
あ
る
。


